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平成２１年１０月２３日 ２００８～２００９ No.７ 

今週のプログラム 
● 第2111回（１０/２３） 
● 会場  八王子エルシィ 

次回のプログラム 
● 第2113回（１１/６） 
● 会場  八王子エルシィ 

＊久邇ガバナー公式訪問 
（八王子南ロータリークラブ合同例会） 

＊三祝 ＊卓話「世界の子供たちへの教育支援」 
（社）シャンティ国際ボランティア会 

塚本麻衣子様 

２００９～２０１０  No.７ 平成２１年１０月２３日 

第
2
1
1
0
回
●

2
0
0
9
・
１０
・
１７（
土
） 

（
順
不
同
・
会
員
敬
称
略
） 

全
体
事
業
【
そ
の
2
】
湧
水
と

水
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
10
月
17
日

開
催
し
た
。
9
月
5
日
の『
湧
水

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』に
つ
ぐ
第
2
弾
。

湧
水
調
査
の
専
門
家
、渡
部
一
二

多
摩
美
術
大
学
教
授
や
黒
須
八

王
子
市
長
、石
川
教
育
長
、森
林

パ
ト
ロ
ー
ル
、ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に

我
が
会
員
ら
1
0
0
人
近
く
が

参
加
し
た
。
 

水
を
生
か
す
街
づ
く
り
の
講
演
。

東
京
高
専
庄
司
准
教
授
指
導
の

水
質
検
査
の
実
験
。
留
学
生
の
海

外
の
水
事
情
の
話
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
参
加
し
た
小
・
中
学
生
の
作
文

発
表
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行

事
が
あ
っ
た
。
―
未
来
を
託
す
子

ど
も
た
ち
へ
―
守
ろ
う
！
湧
水
、

伝
え
よ
う
！
水
文
化
を
掲
げ
た

八
王
子
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

全
体
事
業
の
熱
意
と
成
果
は
八

王
子
市
民
に
も
十
分
伝
わ
っ
た
。

以
下
は
そ
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
 

次
代
の
担
い
手
の
子
ど
も
ら
に

科
学
の
夢
を
与
え
て
く
れ
た
。
浅

川
も
ア
ユ
が
あ
が
る
ほ
ど
き
れ
い

に
な
っ
た
。
ホ
タ
ル
も
い
る
。
み
な

さ
ん
の
水
へ
の
関
心
の
お
か
げ
だ
。

雨
水
の
浸
透
マ
ス
の
補
助
金
は
9

割
ま
で
あ
げ
た
い
。フ
ォ
ー
ラ
ム
の

意
見
は
市
政
に
活
か
す
。
 

八
王
子
は
50
カ
所
も
あ
る
湧

水
の
恵
み
を
受
け
て
街
づ
く
り
を

し
て
き
た
。
八
王
子
の
江
戸
時
代

の
古
地
図
を
み
る
と
、甲
州
街
道

の
真
ん
中
に
水
路
が
走
っ
て
い
る
。

西
に
見
え
る
富
士
山
か
ら
水
が

や
っ
て
く
る
と
信
じ
て
い
た
。
当
時

は
、湧
水
を
活
用
し
て
生
き
る
こ

と
が
宿
場
づ
く
り
に
な
り
、地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で
も
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
氏
神
を
ま
つ
る
洞
が
み

ら
れ
た
。
 

子
安
神
社
、横
川
弁
天
池
、真

覚
寺
、片
倉
城
跡
公
園
な
ど
湧
水

地
の
多
く
に
は
今
で
も
神
社
、仏

閣
が
み
ら
れ
る
。
水
は
住
ま
う
人

達
に
精
神
的
な
安
心
感
を
与
え

て
き
た
。
 

行
政
の
湧
水
へ
の
取
り
組
み
は
、

平
成
20
年
度
の
公
園
整
備
計
画

と
し
て
実
施
し
た
。
横
山
弁
天
池

の
事
例
を
み
る
。
東
京
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
が
、一
部
の
埋
立
で
汚
れ
て
い
た
。

人
の
触
れ
合
う
憩
い
の
場
所
の
確

保
と
し
て
の
緑
化
運
動
の
基
本
計

画
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
 

都
市
計
画
道
路
と
下
水
道
の

整
備
工
事
を
か
ね
て
施
工
し
た
。

湧
水
の
保
全
は
、水
生
産
性
の
向

上
、非
常
時
へ
の
対
応
、緑
地
や
樹

木
を
増
や
す
水
源
涵
養
の
た
め
で

あ
る
。
工
事
に
は
地
域
の
人
達
は

草
刈
り
、ゴ
ミ
出
し
に
も
協
力
し

て
く
れ
た
。サ
イ
カ
チ
、タ
コ
ノ
ア
シ
、

カ
ワ
ヂ
シ
ア
な
ど
の
樹
木
が
根
付

い
て
い
る
。
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
か
ら

の
開
放
を
含
め
、周
囲
に
は
ベ
ン
チ

な
ど
の
健
康
器
具
も
配
置
し
た
。

ロ
ー
タ
リ
ー
の
み
な
さ
ん
の『
水
文

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
』の
事
業
は
、八
王

子
市
民
み
な
さ
ん
の
意
見
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
行
政
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。
 

湧
水
と
水
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

湧
水
と
水
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

第
2
1
1
0
回
●

2
0
0
9
・
１０
・
１７（
土
） 

黒
須
隆
一
 

八
王
子
市
長
 

渡
部
一
二
 

多
摩
美
術
大
学
教
授
 

深
沢
恭
一
 

八
王
子
市
ま
ち
な
み
 

整
備
部
公
園
課
 

九
月
九
日
土
曜
、私
は
湧
水
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。

正
直
、初
め
は
あ
ま
り
興
味
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

当
日
、参
加
者
が
少
な
い
と
聴

い
て
い
た
け
れ
ど
予
想
よ
り
多
く

の
人
が
来
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

開
会
式
の
あ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

始
ま
り
ま
し
た
。
初
め
に
横
川
弁

天
池
公
園
に
行
き
ま
し
た
。
弁
天

池
は
と
て
も
小
さ
い
池
で
し
た
が
、

池
の
底
か
ら
水
が
湧
い
て
い
る
と

知
っ
て
と
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

な
ぜ
地
中
か
ら
水
が
湧
く
の
か
と

て
も
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。
人

間
が
飲
む
こ
と
が
で
き
る
水
が
地

中
か
ら
湧
き
出
て
く
る
の
は
と
て

も
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

次
に
子
安
神
社
に
行
き
ま
し
た
。

子
安
神
社
の
池
の
水
は
と
て
も
す

き
と
お
っ
て
い
て
綺
麗
で
し
た
。

肌
に
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
、湧

水
を
つ
ぶ
さ
ず
に
守
っ
て
い
っ
た
方

が
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。十
年
、

二
十
年
、そ
の
先
も
ず
っ
と
残
っ
て

い
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

最
後
に
小
宮
公
園
に
行
き
ま
し

た
。
小
宮
公
園
は
自
然
が
多
く
と

て
も
綺
麗
で
し
た
。
小
宮
公
園
で

は
、あ
ま
り
湧
水
を
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、自
然
に

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。
私
が
大
人
に
な
っ
て
も
残
っ

て
い
て
ほ
し
い
で
す
。 

今
回
の
湧
水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

参
加
し
て
、ふ
だ
ん
車
で
通
り
す

ぎ
て
し
ま
う
所
を
見
学
で
き
て
良

い
経
験
が
で
き
た
な
と
思
い
ま
し

た
。
湧
水
は
何
十
年
後
も
な
く
な

ら
な
い
で
ず
っ
と
残
し
て
い
け
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
自
然

の
す
ば
ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

湧
水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
て
 
松
浦
　
明
音
（
中
1
） 

松浦明音（中1） 

佐藤　咲（小5） 

箕輪修哉（小6） 

福山大一（小5） 

箕輪としや（小3） 

高橋幸大（小6） 

湧水ウォーキングに参加して 

横川弁天池公園と赤とんぼ 

湧水ウォーキングに参加して 

湧水ウォーキングに参加して 

わきみずウォーキングに参加して 

湧水ウォーキングに参加して 

会長賞 

市長賞 

優秀賞 

優秀賞 

努力賞 

努力賞 

◇
◇
◇
 
作
文
入
賞
者
 
◇
◇
◇
 

　
●
2
0
0
9
・
１０
・
9（
金
） 

◇
樫
崎
会
長
・
多
摩
南
グ
ル
ー
プ
、青
木

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、黒
崎
グ
ル
ー
プ
幹
事

に
よ
る
ク
ラ
ブ
協
議
会
。
並
び
に
例

会
で
卓
話
を
い
た
だ
き
ま
す
の
で
。 

◇
大
石
和
春
幹
事
・
青
木
様
、黒
崎
様
、

よ
う
こ
そ
お
出
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

◇
石
井
副
会
長
・
青
木
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、

並
び
に
黒
崎
グ
ル
ー
プ
幹
事
に
は
本

日
の
例
会
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

◇
石
田
・
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
青
木
ガ
バ
ナ

ー
補
佐
、黒
崎
グ
ル
ー
プ
幹
事
を
お

迎
え
し
て
。 

◇
田
辺
・
青
木
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、黒
崎
グ

ル
ー
プ
幹
事
を
お
迎
え
し
て
。 

◇
野
口
・
青
木
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を
お
迎
え

し
て
。 

◇
曽
我
・
誕
生
祝
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
●
2
0
0
9
・
１０
・
１７（
土
） 

◇
樫
崎
会
長
・
全
体
事
業
の
成
功
を
心

か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

◇
大
石
和
春
幹
事
・
皆
様
、全
体
事
業
そ

の
1
・
そ
の
2
、ご
苦
労
様
で
し
た
。 

◇
諸
星
、大
石
創
元
、宮
澤
、城
所
、飯
室
、

佐
野
、三
浦
・
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

◇
福
山
・
孫
が
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀

賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
初

め
て
の
賞
状
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

『湧水』から八王子の都市づくりを見る。湧水事業の第2弾に

は、黒須市長、石川教育長、森林パトロール、ボーイスカウトやわ

が会員ら100人が参加する活気だった。東京高専の庄司先生

の指導による水質検査は、湧水の現場を知るだけに結果が興味

深かった。沸騰させないと飲み水にならないというマレーシア、中

国留学生らの海外の水事情の発表には、八王子の文化を越え

世界の文化を知る指針になった成果だった。　　　　S.Y

会
長
賞
作
品
 

１１/６　２１１３回例会 
★１１月三祝　★卓話 （社）シャンティ国際ボランティア会　塚本麻衣子様 
　　　　                「世界の子供たちへの教育支援」　 
１１/１３　２１１４・２１１２回併合例会 
★秋の日帰り観劇会　９：１５～１８：３０ 
１１/２０　２１１５回例会 
★卓話　JICリズムコミュニケーション本部第４局　高橋　勉 様 
　　　　「観光振興による地域の活性化」 
１１/２７　２１１６回例会 
★卓話　日本ガーディアン・エンジェルス理事長 
　　　　「笑顔で挨拶ができるまち」～見て見ぬふりをしない～ 

11月の例会プログラム 

賞　名 名　前 テーマ 

留学生による海外の水事情の話 

会長賞表彰 

水質検査実験 



平成２1年１０月２３日 ２００９～２０１０ No.７ 

第
2
1
0
9
回
●

2
0
0
9
・
１０
・
9（
金
） 

「
湧
水
と
水
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
絶
賛
」
 

第
2
1
0
9
回
●

2
0
0
9
・
１０
・
9（
金
） 

◇
司
会
　
福
山
会
場
監
督
補
佐
 

◇
会
長
点
鐘
　
樫
崎
会
長
 

◇
R
ソ
ン
グ
 

そ
れ
で
こ
そ
ロ
ー
タ
リ
ー
 

◇
お
客
様
の
紹
介
　
樫
崎
会
長
 

＊
多
摩
南
グ
ル
ー
プ
 

青
木
　
孝
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
 

黒
崎
　
剛
グ
ル
ー
プ
幹
事
 

◇
食
事
と
交
歓
　
和
食
 

◇
出
席
報
告
・
ニ
コ
ニ
コ
発
表
 

竹
松
出
席
財
務
委
員
 

会
員
70
名
中
50
名
出
席
。
出

席
率
80
・
64
％
。
先
週
の
メ
ー

ク
ア
ッ
プ
河
西
会
員
外
9
名
。

先
週
の
出
席
率
64
・
52
％
を
83

・
33
％
に
修
正
。
 

◇
会
長
挨
拶
　
樫
崎
会
長
 

＊
今
日
は
青
木
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
・

黒
崎
グ
ル
ー
プ
幹
事
を
お
迎
え

し
て
、ク
ラ
ブ
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
変
中
身
の
濃

い
有
意
義
な
ク
ラ
ブ
協
議
会
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

＊
昨
日
の
台
風
18
号
、八
王
子
は

被
害
も
無
く
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、毎
年
大
き
な
台
風
で

か
な
り
の
被
害
が
出
る
の
は
、

や
は
り
地
球
の
温
暖
化
も
影

響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

＊
今
朝
テ
レ
メ
デ
ィ
ア
で
ゴ
ル
フ
の

中
継
を
見
て
い
た
ら
、石
川
遼

と
タ
イ
ガ
ー
ウ
ッ
ズ
の
試
合
を

放
映
し
て
お
り
ま
し
た
。
勝
敗

は
別
と
し
て
若
い
石
川
遼
が
世

界
で
活
躍
し
て
い
る
事
は
、大

変
頼
も
し
い
と
思
い
、こ
れ
か

ら
も
活
躍
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

＊
本
日
は
青
木
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
の

卓
話
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。
 

◇
幹
事
報
告
　
大
石
和
春
幹
事
 

＊
次
週
10
月
16
日（
金
）の
例
会

は
17
日
（
土
）ク
ラ
ブ
全
体
事

業
に
振
替
で
す
。
 

集
合
時
間
は
13
時
、場
所
は
エ
ル

シ
イ
4
F
で
す
。
 

＊
10
月
23
日（
金
）は
久
邇
ガ
バ
ナ

ー
公
式
訪
問
で
南
R
C
と
の

合
同
例
会
で
す
。
当
ク
ラ
ブ
が

担
当
ク
ラ
ブ
で
す
の
で
、ご
出
席

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

＊
10
月
30
日（
金
）の
例
会
は
11

月
13
日（
金
）「
親
睦
観
劇
会
」

と
の
併
合
例
会
で
す
の
で
、こ

の
日
は
例
会
あ
り
ま
せ
ん
。
 

◇
委
員
会
報
告
 

ク
ラ
ブ
全
体
事
業
「
湧
水
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
に
つ
い
て
 

諸
星
実
行
委
員
長
 

◇
卓
話
 

＊
ス
ピ
ー
カ
ー
紹
介
 

樫
崎
　
博
会
長
 

＊
講
師
　
青
木
　
孝
 

多
摩
南
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
 

＊
テ
ー
マ「
湧
水
と
水
文
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
絶
賛
」
 

◇
閉
会
点
鐘
　
樫
崎
会
長
 

①
久
邇
ガ
バ
ナ
ー
は
平
成
天
皇

の
従
兄
弟
。伊
勢
神
宮
の
大
宮
司
。

イ
ギ
リ
ス
、デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
海
外

勤
務
の
経
験
も
豊
富
に
あ
る
。こ

の
ガ
バ
ナ
ー
の
も
と
『
明
る
く
楽

し
い
』ロ
ー
タ
リ
ー
生
活
を
お
く
っ

て
ほ
し
い
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
奉
仕
は
、

見
返
り
を
も
と
め
な
い
誠
意
を
つ

く
す
こ
と
で
あ
る
。
 

『
一
隅
を
照
ら
す
も
の
、ま
た
国

の
宝
な
り
』
。
奉
仕
は
、職
場
、社

会
ま
ず
自
分
自
身
で
実
践
す
る

こ
と
だ
。
四
つ
の
テ
ス
ト
は
ロ
ー
タ

リ
ー
の
タ
ル
の
タ
ガ
で
あ
り
、ル
ー

ル
で
あ
る
。タ
ル
の
中
に
い
る
の
は

我
々
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
で
あ
り
、お
い

し
い
料
理
を
社
会
に
提
供
す
る

材
料
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
 

行
事
に
参
加
す
る
こ
と
は
、い

ろ
い
ろ
な
人
達
か
ら
情
報
が
入
り

優
れ
た
人
格
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

ロ
ー
タ
リ
ー
は
4
人
か
ら
始
ま
り

一
世
紀
続
い
て
き
た
。
今
で
も
世
界

の
1
2
0
万
人
た
ち
が
同
じ
志

に
生
き
て
い
る
。
 

②
湧
水
と
水
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

協
議
会
で
の
水
に
取
り
組
む

全
体
事
業
に
感
銘
し
た
。
久
邇
ガ

バ
ナ
ー
も
関
心
を
も
た
れ
て
い
る

と
し
、三
つ
の
例
え
話
し
を
あ
げ

絶
賛
し
た
。
 

『
森
は
海
の
恋
人
』と
い
わ
れ
る
。

宮
城
の
気
仙
沼
で
私
の
知
り
合
い

の
水
産
大
出
の
ハ
タ
ヤ
マ
と
い
う

男
が
、20
年
前
か
ら
カ
キ
の
養
殖

を
や
っ
て
い
る
。一
時
は
不
作
に
悩

ん
で
い
た
。ハ
タ
ヤ
マ
は
不
作
の
原

因
は
海
水
の
栄
養
不
足
に
あ
る

と
信
じ
て
い
た
。
海
か
ら
山
の
ふ

も
と
ま
で
20
キ
ロ
の
川
の
流
れ
を

調
べ
歩
い
た
。
山
林
は
人
手
不
足

で
間
伐
が
で
き
な
い
。
雑
草
が
育

た
ず
、海
に
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

流
れ
つ
か
な
い
。
山
羊
の
匂
い
の
す

る
海
に
、山
林
の
間
伐
か
ら
始
め

た
。
農
薬
害
も
う
つ
た
え
た
。
今

で
は
外
洋
カ
キ
の
養
殖
地
と
し
て

栄
え
て
い
る
。
 

『
熊
と
森
』は
、兵
庫
の
話
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
山
林
が
開
発
で
き

な
く
な
り
、ク
マ
が
山
を
下
る
こ

と
が
な
く
な
っ
た
。
60
頭
く
ら
い

ま
で
に
減
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

3
0
0
頭
は
い
な
い
と
繁
殖
で
き

る
生
態
に
は
な
い
の
だ
。
江
戸
時

代
の
日
本
の
人
口
は
3
0
0
0

万
人
。
環
境
庁
の
見
解
で
は
、す

で
に
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
越
え
て
い
る

と
い
う
。
中
国
か
ら
米
山
奨
学
生

を
招
い
て
い
る
が
、内
蒙
古
の
砂
漠

化
が
厳
し
い
問
題
に
あ
る
。
5
才

の
と
き
孤
児
に
な
り
中
国
の
義

父
母
に
育
て
ら
れ
た
こ
の
奨
学
生

は
恩
返
し
に
植
樹
運
動
を
お
こ

し
て
い
る
。
 

『
温
暖
化
』
は
、
鳩
山
総
理
の

唱
え
る
25
％
の
空
気
正
常
化
は
、

『
湧
水
』
に
取
り
組
む
と
い
う
自

然
を
愛
す
る
心
が
あ
れ
ば
十
分

に
協
力
し
て
い
け
る
と
思
う
。
 

青
木
孝
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を
お
迎
え
し
て
2
0
0
9
‐
2
0
1
0
年
度
ク
ラ
ブ
協
議
会
 

第
2
1
0
9
回
●

2
0
0
9
・
１０
・
9（
金
） 

10
月
9
日
、午
前
10
時
半
よ
り

多
摩
南
グ
ル
ー
プ
青
木
孝
ガ
バ
ナ

ー
補
佐
、黒
崎
剛
グ
ル
ー
プ
幹
事

を
お
迎
え
し
て
の
ク
ラ
ブ
協
議
会

が
開
催
さ
れ
た
。
大
石
和
春
幹
事

の
司
会
、樫
崎
博
会
長
の
議
長
の

も
と
、協
議
会
が
進
め
ら
れ
た
。
 

主
要
議
題
①
今
年
度
の
ク
ラ
ブ
全

体
事
業
に
つ
い
て
 

諸
星
実
行
委
員
長
よ
り
テ
ー
マ

設
定
に
あ
た
っ
て
樫
崎
会
長
の
指

示
で
あ
る
「
地
域
」
、「
国
際
性
」
、

「
個
性
」
豊
か
な
る
こ
と
等
を
基

本
と
し
て
、ジ
ョ
ン
・
ケ
ニ
ー
R
I

会
長
の
掲
げ
た
「
水
」
、及
び
当
ク

ラ
ブ
よ
り
送
り
出
し
て
い
る
黒
須

地
区
環
境
保
全
委
員
長
の
活
動

協
力
を
考
慮
し
て
「
守
ろ
う
！
湧

水
、伝
え
よ
う
！
水
文
化
」
を
掲

げ
る
こ
と
に
し
た
こ
と
、そ
の
1

を
「
湧
水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
し
て

9
月
5
日
、黒
須
八
王
子
市
長
、

石
川
教
育
長
を
は
じ
め
、児
童
、

父
兄
等
1
0
0
名
が
参
加
し
成

功
裏
に
実
施
し
た
こ
と
、及
び
そ

の
2
と
し
て
10
月
17
日
に
「
湧
水

と
水
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
予
定

し
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
 

主
要
議
題
②
会
員
増
強
に
つ
い
て
 

石
田
会
員
増
強
委
員
長
よ
り

現
状
の
活
動
状
況
、及
び
田
辺
前

会
員
増
強
委
員
長
よ
り
前
年
度

新
会
員
は
6
名
を
得
た
が
、5
名

の
退
会
者
が
あ
り
、結
果
と
し
て

増
員
1
名
と
な
っ
た
旨
の
報
告
が

あ
っ
た
。
 

主
要
議
題
④
青
少
年
留
学
生
受
入

に
つ
い
て
の
要
望
 

石
井
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長
よ

り
留
学
生
問
題
は
、そ
の
成
果
も

認
識
し
て
お
り
当
ク
ラ
ブ
と
し
て

も
全
面
的
に
協
力
を
惜
し
ま
な

い
し
、実
際
に
4
年
に
一
度
は
受
け

入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、経
済
的
面

で
負
担
も
あ
り
、予
算
処
置
を
検

討
し
て
頂
け
な
い
か
と
の
要
望
が

出
さ
れ
た
。
 

主
要
議
題
⑤
地
区
出
向
者
の
報
告
 

石
田
地
区
国
際
大
会
推
進
委

員
よ
り
、本
年
初
め
て
発
足
し
た

委
員
会
で
あ
り
、ま
だ
活
動
方
針

等
明
白
に
な
っ
て
い
な
い
。
地
区
よ

り
早
急
に
指
針
等
指
示
さ
れ
た
い
。 

黒
須
地
区
環
境
保
全
委
員
長

よ
り
、本
委
員
会
は
社
会
奉
仕
の

下
に
あ
り
、動
植
物
、自
然
、大
気

等
環
境
保
全
に
つ
い
て
各
ク
ラ
ブ

に
活
動
を
促
す
方
針
で
あ
る
。
全

体
事
業
で
環
境
問
題
を
取
り
上

げ
て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。
 

安
藤
磐
地
区
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

委
員
よ
り
、現
状
準
備
段
階
で
あ

る
。
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。
 

主
要
議
題
③
新
会
員
コ
ー
ナ
ー
 

新
会
員
全
員
よ
り
、入
会
動
機
、

入
会
後
の
感
想
等
に
つ
い
て
。
白

柳
雅
文
会
員
、10
年
ぐ
ら
い
前
よ

り
八
王
子
全
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
誘
い
が

あ
っ
た
が
、検
討
の
結
果
当
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
た
が
、外
か
ら
見
る
の

と
中
に
入
っ
て
見
る
の
と
は
大
き

な
違
い
が
あ
る
。
将
来
仲
間
を
入

会
さ
せ
た
い
。
福
山
眞
吾
会
員
、

再
入
会
で
あ
る
。
12
年
の
空
白
が

あ
り
、わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

羽
田
三
根
夫
会
員
、敷
居
が
高
か

っ
た
が
、同
級
生
に
頼
ま
れ
て
の
入

会
で
あ
る
。
山
田
和
夫
会
員
、ま

だ
場
に
な
じ
め
な
い
で
い
る
。三
上

滋
会
員
、
先
輩
が
入
っ
て
い
た
関

係
で
入
会
し
た
。
池
田
弘
会
員
、

団
体
活
動
に
興
味
が
あ
っ
た
。
雰

囲
気
が
硬
い
、
も
っ
と
柔
ら
か
く

し
た
い
と
思
う
。
山
口
覚
会
員
、

昼
食
を
食
べ
に
来
い
と
言
わ
れ
て

入
っ
た
が
、
高
い
昼
食
に
な
り
そ

う
で
す
。
等
の
発
言
が
あ
っ
た
。
 

主
要
議
題
⑦
青
木
孝
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
講
評
 

全
体
か
ら
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
。
私

か
ら
は
4
つ
の
こ
と
を
述
べ
た
い
と

思
う
。
第
1
に
①
全
体
事
業
と

し
て
湧
水
を
取
り
上
げ
、し
か
も

市
、商
工
会
議
所
の
後
援
の
も
と

に
実
行
さ
れ
た
こ
と
は
見
事
で
あ

る
。
久
邇
ガ
バ
ナ
ー
も
神
社
、寺
院

の
荒
廃
に
つ
い
て
気
を
と
め
ら
れ

て
い
る
。合
い
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

第
2
に
②
会
員
増
強
に
つ
い
て
も

1
名
増
員
は
立
派
で
あ
る
。
友
達

が
友
達
を
連
れ
て
く
る
な
ど
最

大
の
会
員
数
を
誇
る
西
ロ
ー
タ
リ

ー
の
秘
密
を
知
っ
た
思
い
が
す
る
。

第
3
は
④
青
少
年
交
換
留
学
生

に
つ
い
て
、な
ぜ
予
算
を
き
っ
た
の
か
、

詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、11
ク
ラ
ブ

が
連
携
し
て
い
く
申
し
合
わ
せ
に

な
っ
て
い
る
。
歴
史
の
あ
る
大
切
な

運
動
で
あ
る
。
大
事
に
し
て
い
き

た
い
。
第
4
は
⑤
地
区
委
員
会
の

実
行
に
つ
い
て
で
あ
る
。
方
針
、計

画
等
時
間
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
確
か
で
あ
る
が
、確
認
で
き
し

だ
い
情
報
の
共
有
に
努
め
た
い
。

等
の
講
評
が
あ
っ
た
。
 

閉
会
挨
拶
 

石
井
昭
久
副
会
長
よ
り
青
木

孝
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、黒
崎
剛
グ
ル
ー

プ
幹
事
に
対
し
て
、本
協
議
会
出

席
へ
の
謝
辞
と
会
員
一
同
、一
致
し

て
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
に
寄
与
す
る

こ
と
を
宣
し
て
閉
会
と
し
た
。
 

　
　
　
　（
こ
の
項
、大
田
吉
彦
会
員
） 

青木　孝 
多摩南グループガバナー補佐 
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第
2
1
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「
湧
水
と
水
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
絶
賛
」
 

第
2
1
0
9
回
●

2
0
0
9
・
１０
・
9（
金
） 

◇
司
会
　
福
山
会
場
監
督
補
佐
 

◇
会
長
点
鐘
　
樫
崎
会
長
 

◇
R
ソ
ン
グ
 

そ
れ
で
こ
そ
ロ
ー
タ
リ
ー
 

◇
お
客
様
の
紹
介
　
樫
崎
会
長
 

＊
多
摩
南
グ
ル
ー
プ
 

青
木
　
孝
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
 

黒
崎
　
剛
グ
ル
ー
プ
幹
事
 

◇
食
事
と
交
歓
　
和
食
 

◇
出
席
報
告
・
ニ
コ
ニ
コ
発
表
 

竹
松
出
席
財
務
委
員
 

会
員
70
名
中
50
名
出
席
。
出

席
率
80
・
64
％
。
先
週
の
メ
ー

ク
ア
ッ
プ
河
西
会
員
外
9
名
。

先
週
の
出
席
率
64
・
52
％
を
83

・
33
％
に
修
正
。
 

◇
会
長
挨
拶
　
樫
崎
会
長
 

＊
今
日
は
青
木
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
・

黒
崎
グ
ル
ー
プ
幹
事
を
お
迎
え

し
て
、ク
ラ
ブ
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
変
中
身
の
濃

い
有
意
義
な
ク
ラ
ブ
協
議
会
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

＊
昨
日
の
台
風
18
号
、八
王
子
は

被
害
も
無
く
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、毎
年
大
き
な
台
風
で

か
な
り
の
被
害
が
出
る
の
は
、

や
は
り
地
球
の
温
暖
化
も
影

響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

＊
今
朝
テ
レ
メ
デ
ィ
ア
で
ゴ
ル
フ
の

中
継
を
見
て
い
た
ら
、石
川
遼

と
タ
イ
ガ
ー
ウ
ッ
ズ
の
試
合
を

放
映
し
て
お
り
ま
し
た
。
勝
敗

は
別
と
し
て
若
い
石
川
遼
が
世

界
で
活
躍
し
て
い
る
事
は
、大

変
頼
も
し
い
と
思
い
、こ
れ
か

ら
も
活
躍
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

＊
本
日
は
青
木
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
の

卓
話
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。
 

◇
幹
事
報
告
　
大
石
和
春
幹
事
 

＊
次
週
10
月
16
日（
金
）の
例
会

は
17
日
（
土
）ク
ラ
ブ
全
体
事

業
に
振
替
で
す
。
 

集
合
時
間
は
13
時
、場
所
は
エ
ル

シ
イ
4
F
で
す
。
 

＊
10
月
23
日（
金
）は
久
邇
ガ
バ
ナ

ー
公
式
訪
問
で
南
R
C
と
の

合
同
例
会
で
す
。
当
ク
ラ
ブ
が

担
当
ク
ラ
ブ
で
す
の
で
、ご
出
席

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

＊
10
月
30
日（
金
）の
例
会
は
11

月
13
日（
金
）「
親
睦
観
劇
会
」

と
の
併
合
例
会
で
す
の
で
、こ

の
日
は
例
会
あ
り
ま
せ
ん
。
 

◇
委
員
会
報
告
 

ク
ラ
ブ
全
体
事
業
「
湧
水
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
に
つ
い
て
 

諸
星
実
行
委
員
長
 

◇
卓
話
 

＊
ス
ピ
ー
カ
ー
紹
介
 

樫
崎
　
博
会
長
 

＊
講
師
　
青
木
　
孝
 

多
摩
南
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
 

＊
テ
ー
マ「
湧
水
と
水
文
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
絶
賛
」
 

◇
閉
会
点
鐘
　
樫
崎
会
長
 

①
久
邇
ガ
バ
ナ
ー
は
平
成
天
皇

の
従
兄
弟
。伊
勢
神
宮
の
大
宮
司
。

イ
ギ
リ
ス
、デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
海
外

勤
務
の
経
験
も
豊
富
に
あ
る
。こ

の
ガ
バ
ナ
ー
の
も
と
『
明
る
く
楽

し
い
』ロ
ー
タ
リ
ー
生
活
を
お
く
っ

て
ほ
し
い
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
奉
仕
は
、

見
返
り
を
も
と
め
な
い
誠
意
を
つ

く
す
こ
と
で
あ
る
。
 

『
一
隅
を
照
ら
す
も
の
、ま
た
国

の
宝
な
り
』
。
奉
仕
は
、職
場
、社

会
ま
ず
自
分
自
身
で
実
践
す
る

こ
と
だ
。
四
つ
の
テ
ス
ト
は
ロ
ー
タ

リ
ー
の
タ
ル
の
タ
ガ
で
あ
り
、ル
ー

ル
で
あ
る
。タ
ル
の
中
に
い
る
の
は

我
々
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
で
あ
り
、お
い

し
い
料
理
を
社
会
に
提
供
す
る

材
料
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
 

行
事
に
参
加
す
る
こ
と
は
、い

ろ
い
ろ
な
人
達
か
ら
情
報
が
入
り

優
れ
た
人
格
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

ロ
ー
タ
リ
ー
は
4
人
か
ら
始
ま
り

一
世
紀
続
い
て
き
た
。
今
で
も
世
界

の
1
2
0
万
人
た
ち
が
同
じ
志

に
生
き
て
い
る
。
 

②
湧
水
と
水
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

協
議
会
で
の
水
に
取
り
組
む

全
体
事
業
に
感
銘
し
た
。
久
邇
ガ

バ
ナ
ー
も
関
心
を
も
た
れ
て
い
る

と
し
、三
つ
の
例
え
話
し
を
あ
げ

絶
賛
し
た
。
 

『
森
は
海
の
恋
人
』と
い
わ
れ
る
。

宮
城
の
気
仙
沼
で
私
の
知
り
合
い

の
水
産
大
出
の
ハ
タ
ヤ
マ
と
い
う

男
が
、20
年
前
か
ら
カ
キ
の
養
殖

を
や
っ
て
い
る
。一
時
は
不
作
に
悩

ん
で
い
た
。ハ
タ
ヤ
マ
は
不
作
の
原

因
は
海
水
の
栄
養
不
足
に
あ
る

と
信
じ
て
い
た
。
海
か
ら
山
の
ふ

も
と
ま
で
20
キ
ロ
の
川
の
流
れ
を

調
べ
歩
い
た
。
山
林
は
人
手
不
足

で
間
伐
が
で
き
な
い
。
雑
草
が
育

た
ず
、海
に
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

流
れ
つ
か
な
い
。
山
羊
の
匂
い
の
す

る
海
に
、山
林
の
間
伐
か
ら
始
め

た
。
農
薬
害
も
う
つ
た
え
た
。
今

で
は
外
洋
カ
キ
の
養
殖
地
と
し
て

栄
え
て
い
る
。
 

『
熊
と
森
』は
、兵
庫
の
話
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
山
林
が
開
発
で
き

な
く
な
り
、ク
マ
が
山
を
下
る
こ

と
が
な
く
な
っ
た
。
60
頭
く
ら
い

ま
で
に
減
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

3
0
0
頭
は
い
な
い
と
繁
殖
で
き

る
生
態
に
は
な
い
の
だ
。
江
戸
時

代
の
日
本
の
人
口
は
3
0
0
0

万
人
。
環
境
庁
の
見
解
で
は
、す

で
に
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
越
え
て
い
る

と
い
う
。
中
国
か
ら
米
山
奨
学
生

を
招
い
て
い
る
が
、内
蒙
古
の
砂
漠

化
が
厳
し
い
問
題
に
あ
る
。
5
才

の
と
き
孤
児
に
な
り
中
国
の
義

父
母
に
育
て
ら
れ
た
こ
の
奨
学
生

は
恩
返
し
に
植
樹
運
動
を
お
こ

し
て
い
る
。
 

『
温
暖
化
』
は
、
鳩
山
総
理
の

唱
え
る
25
％
の
空
気
正
常
化
は
、

『
湧
水
』
に
取
り
組
む
と
い
う
自

然
を
愛
す
る
心
が
あ
れ
ば
十
分

に
協
力
し
て
い
け
る
と
思
う
。
 

青
木
孝
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を
お
迎
え
し
て
2
0
0
9
‐
2
0
1
0
年
度
ク
ラ
ブ
協
議
会
 

第
2
1
0
9
回
●

2
0
0
9
・
１０
・
9（
金
） 

10
月
9
日
、午
前
10
時
半
よ
り

多
摩
南
グ
ル
ー
プ
青
木
孝
ガ
バ
ナ

ー
補
佐
、黒
崎
剛
グ
ル
ー
プ
幹
事

を
お
迎
え
し
て
の
ク
ラ
ブ
協
議
会

が
開
催
さ
れ
た
。
大
石
和
春
幹
事

の
司
会
、樫
崎
博
会
長
の
議
長
の

も
と
、協
議
会
が
進
め
ら
れ
た
。
 

主
要
議
題
①
今
年
度
の
ク
ラ
ブ
全

体
事
業
に
つ
い
て
 

諸
星
実
行
委
員
長
よ
り
テ
ー
マ

設
定
に
あ
た
っ
て
樫
崎
会
長
の
指

示
で
あ
る
「
地
域
」
、「
国
際
性
」
、

「
個
性
」
豊
か
な
る
こ
と
等
を
基

本
と
し
て
、ジ
ョ
ン
・
ケ
ニ
ー
R
I

会
長
の
掲
げ
た
「
水
」
、及
び
当
ク

ラ
ブ
よ
り
送
り
出
し
て
い
る
黒
須

地
区
環
境
保
全
委
員
長
の
活
動

協
力
を
考
慮
し
て
「
守
ろ
う
！
湧

水
、伝
え
よ
う
！
水
文
化
」
を
掲

げ
る
こ
と
に
し
た
こ
と
、そ
の
1

を
「
湧
水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
し
て

9
月
5
日
、黒
須
八
王
子
市
長
、

石
川
教
育
長
を
は
じ
め
、児
童
、

父
兄
等
1
0
0
名
が
参
加
し
成

功
裏
に
実
施
し
た
こ
と
、及
び
そ

の
2
と
し
て
10
月
17
日
に
「
湧
水

と
水
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
予
定

し
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
 

主
要
議
題
②
会
員
増
強
に
つ
い
て
 

石
田
会
員
増
強
委
員
長
よ
り

現
状
の
活
動
状
況
、及
び
田
辺
前

会
員
増
強
委
員
長
よ
り
前
年
度

新
会
員
は
6
名
を
得
た
が
、5
名

の
退
会
者
が
あ
り
、結
果
と
し
て

増
員
1
名
と
な
っ
た
旨
の
報
告
が

あ
っ
た
。
 

主
要
議
題
④
青
少
年
留
学
生
受
入

に
つ
い
て
の
要
望
 

石
井
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長
よ

り
留
学
生
問
題
は
、そ
の
成
果
も

認
識
し
て
お
り
当
ク
ラ
ブ
と
し
て

も
全
面
的
に
協
力
を
惜
し
ま
な

い
し
、実
際
に
4
年
に
一
度
は
受
け

入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、経
済
的
面

で
負
担
も
あ
り
、予
算
処
置
を
検

討
し
て
頂
け
な
い
か
と
の
要
望
が

出
さ
れ
た
。
 

主
要
議
題
⑤
地
区
出
向
者
の
報
告
 

石
田
地
区
国
際
大
会
推
進
委

員
よ
り
、本
年
初
め
て
発
足
し
た

委
員
会
で
あ
り
、ま
だ
活
動
方
針

等
明
白
に
な
っ
て
い
な
い
。
地
区
よ

り
早
急
に
指
針
等
指
示
さ
れ
た
い
。 

黒
須
地
区
環
境
保
全
委
員
長

よ
り
、本
委
員
会
は
社
会
奉
仕
の

下
に
あ
り
、動
植
物
、自
然
、大
気

等
環
境
保
全
に
つ
い
て
各
ク
ラ
ブ

に
活
動
を
促
す
方
針
で
あ
る
。
全

体
事
業
で
環
境
問
題
を
取
り
上

げ
て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。
 

安
藤
磐
地
区
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

委
員
よ
り
、現
状
準
備
段
階
で
あ

る
。
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。
 

主
要
議
題
③
新
会
員
コ
ー
ナ
ー
 

新
会
員
全
員
よ
り
、入
会
動
機
、

入
会
後
の
感
想
等
に
つ
い
て
。
白

柳
雅
文
会
員
、10
年
ぐ
ら
い
前
よ

り
八
王
子
全
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
誘
い
が

あ
っ
た
が
、検
討
の
結
果
当
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
た
が
、外
か
ら
見
る
の

と
中
に
入
っ
て
見
る
の
と
は
大
き

な
違
い
が
あ
る
。
将
来
仲
間
を
入

会
さ
せ
た
い
。
福
山
眞
吾
会
員
、

再
入
会
で
あ
る
。
12
年
の
空
白
が

あ
り
、わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

羽
田
三
根
夫
会
員
、敷
居
が
高
か

っ
た
が
、同
級
生
に
頼
ま
れ
て
の
入

会
で
あ
る
。
山
田
和
夫
会
員
、ま

だ
場
に
な
じ
め
な
い
で
い
る
。三
上

滋
会
員
、
先
輩
が
入
っ
て
い
た
関

係
で
入
会
し
た
。
池
田
弘
会
員
、

団
体
活
動
に
興
味
が
あ
っ
た
。
雰

囲
気
が
硬
い
、
も
っ
と
柔
ら
か
く

し
た
い
と
思
う
。
山
口
覚
会
員
、

昼
食
を
食
べ
に
来
い
と
言
わ
れ
て

入
っ
た
が
、
高
い
昼
食
に
な
り
そ

う
で
す
。
等
の
発
言
が
あ
っ
た
。
 

主
要
議
題
⑦
青
木
孝
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
講
評
 

全
体
か
ら
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
。
私

か
ら
は
4
つ
の
こ
と
を
述
べ
た
い
と

思
う
。
第
1
に
①
全
体
事
業
と

し
て
湧
水
を
取
り
上
げ
、し
か
も

市
、商
工
会
議
所
の
後
援
の
も
と

に
実
行
さ
れ
た
こ
と
は
見
事
で
あ

る
。
久
邇
ガ
バ
ナ
ー
も
神
社
、寺
院

の
荒
廃
に
つ
い
て
気
を
と
め
ら
れ

て
い
る
。合
い
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

第
2
に
②
会
員
増
強
に
つ
い
て
も

1
名
増
員
は
立
派
で
あ
る
。
友
達

が
友
達
を
連
れ
て
く
る
な
ど
最

大
の
会
員
数
を
誇
る
西
ロ
ー
タ
リ

ー
の
秘
密
を
知
っ
た
思
い
が
す
る
。

第
3
は
④
青
少
年
交
換
留
学
生

に
つ
い
て
、な
ぜ
予
算
を
き
っ
た
の
か
、

詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、11
ク
ラ
ブ

が
連
携
し
て
い
く
申
し
合
わ
せ
に

な
っ
て
い
る
。
歴
史
の
あ
る
大
切
な

運
動
で
あ
る
。
大
事
に
し
て
い
き

た
い
。
第
4
は
⑤
地
区
委
員
会
の

実
行
に
つ
い
て
で
あ
る
。
方
針
、計

画
等
時
間
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
確
か
で
あ
る
が
、確
認
で
き
し

だ
い
情
報
の
共
有
に
努
め
た
い
。

等
の
講
評
が
あ
っ
た
。
 

閉
会
挨
拶
 

石
井
昭
久
副
会
長
よ
り
青
木

孝
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、黒
崎
剛
グ
ル
ー

プ
幹
事
に
対
し
て
、本
協
議
会
出

席
へ
の
謝
辞
と
会
員
一
同
、一
致
し

て
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
に
寄
与
す
る

こ
と
を
宣
し
て
閉
会
と
し
た
。
 

　
　
　
　（
こ
の
項
、大
田
吉
彦
会
員
） 

青木　孝 
多摩南グループガバナー補佐 
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編集後記 

平成２１年１０月２３日 ２００８～２００９ No.７ 

今週のプログラム 
● 第2111回（１０/２３） 
● 会場  八王子エルシィ 

次回のプログラム 
● 第2113回（１１/６） 
● 会場  八王子エルシィ 

＊久邇ガバナー公式訪問 
（八王子南ロータリークラブ合同例会） 

＊三祝 ＊卓話「世界の子供たちへの教育支援」 
（社）シャンティ国際ボランティア会 

塚本麻衣子様 

２００９～２０１０  No.７ 平成２１年１０月２３日 

第
2
1
1
0
回
●

2
0
0
9
・
１０
・
１７（
土
） 

（
順
不
同
・
会
員
敬
称
略
） 

全
体
事
業
【
そ
の
2
】
湧
水
と

水
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
10
月
17
日

開
催
し
た
。
9
月
5
日
の『
湧
水

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』に
つ
ぐ
第
2
弾
。

湧
水
調
査
の
専
門
家
、渡
部
一
二

多
摩
美
術
大
学
教
授
や
黒
須
八

王
子
市
長
、石
川
教
育
長
、森
林

パ
ト
ロ
ー
ル
、ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に

我
が
会
員
ら
1
0
0
人
近
く
が

参
加
し
た
。
 

水
を
生
か
す
街
づ
く
り
の
講
演
。

東
京
高
専
庄
司
准
教
授
指
導
の

水
質
検
査
の
実
験
。
留
学
生
の
海

外
の
水
事
情
の
話
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
参
加
し
た
小
・
中
学
生
の
作
文

発
表
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行

事
が
あ
っ
た
。
―
未
来
を
託
す
子

ど
も
た
ち
へ
―
守
ろ
う
！
湧
水
、

伝
え
よ
う
！
水
文
化
を
掲
げ
た

八
王
子
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

全
体
事
業
の
熱
意
と
成
果
は
八

王
子
市
民
に
も
十
分
伝
わ
っ
た
。

以
下
は
そ
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
 

次
代
の
担
い
手
の
子
ど
も
ら
に

科
学
の
夢
を
与
え
て
く
れ
た
。
浅

川
も
ア
ユ
が
あ
が
る
ほ
ど
き
れ
い

に
な
っ
た
。
ホ
タ
ル
も
い
る
。
み
な

さ
ん
の
水
へ
の
関
心
の
お
か
げ
だ
。

雨
水
の
浸
透
マ
ス
の
補
助
金
は
9

割
ま
で
あ
げ
た
い
。フ
ォ
ー
ラ
ム
の

意
見
は
市
政
に
活
か
す
。
 

八
王
子
は
50
カ
所
も
あ
る
湧

水
の
恵
み
を
受
け
て
街
づ
く
り
を

し
て
き
た
。
八
王
子
の
江
戸
時
代

の
古
地
図
を
み
る
と
、甲
州
街
道

の
真
ん
中
に
水
路
が
走
っ
て
い
る
。

西
に
見
え
る
富
士
山
か
ら
水
が

や
っ
て
く
る
と
信
じ
て
い
た
。
当
時

は
、湧
水
を
活
用
し
て
生
き
る
こ

と
が
宿
場
づ
く
り
に
な
り
、地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で
も
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
氏
神
を
ま
つ
る
洞
が
み

ら
れ
た
。
 

子
安
神
社
、横
川
弁
天
池
、真

覚
寺
、片
倉
城
跡
公
園
な
ど
湧
水

地
の
多
く
に
は
今
で
も
神
社
、仏

閣
が
み
ら
れ
る
。
水
は
住
ま
う
人

達
に
精
神
的
な
安
心
感
を
与
え

て
き
た
。
 

行
政
の
湧
水
へ
の
取
り
組
み
は
、

平
成
20
年
度
の
公
園
整
備
計
画

と
し
て
実
施
し
た
。
横
山
弁
天
池

の
事
例
を
み
る
。
東
京
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
が
、一
部
の
埋
立
で
汚
れ
て
い
た
。

人
の
触
れ
合
う
憩
い
の
場
所
の
確

保
と
し
て
の
緑
化
運
動
の
基
本
計

画
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
 

都
市
計
画
道
路
と
下
水
道
の

整
備
工
事
を
か
ね
て
施
工
し
た
。

湧
水
の
保
全
は
、水
生
産
性
の
向

上
、非
常
時
へ
の
対
応
、緑
地
や
樹

木
を
増
や
す
水
源
涵
養
の
た
め
で

あ
る
。
工
事
に
は
地
域
の
人
達
は

草
刈
り
、ゴ
ミ
出
し
に
も
協
力
し

て
く
れ
た
。サ
イ
カ
チ
、タ
コ
ノ
ア
シ
、

カ
ワ
ヂ
シ
ア
な
ど
の
樹
木
が
根
付

い
て
い
る
。
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
か
ら

の
開
放
を
含
め
、周
囲
に
は
ベ
ン
チ

な
ど
の
健
康
器
具
も
配
置
し
た
。

ロ
ー
タ
リ
ー
の
み
な
さ
ん
の『
水
文

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
』の
事
業
は
、八
王

子
市
民
み
な
さ
ん
の
意
見
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
行
政
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。
 

湧
水
と
水
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

湧
水
と
水
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

第
2
1
1
0
回
●

2
0
0
9
・
１０
・
１７（
土
） 

黒
須
隆
一
 

八
王
子
市
長
 

渡
部
一
二
 

多
摩
美
術
大
学
教
授
 

深
沢
恭
一
 

八
王
子
市
ま
ち
な
み
 

整
備
部
公
園
課
 

九
月
九
日
土
曜
、私
は
湧
水
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。

正
直
、初
め
は
あ
ま
り
興
味
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

当
日
、参
加
者
が
少
な
い
と
聴

い
て
い
た
け
れ
ど
予
想
よ
り
多
く

の
人
が
来
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

開
会
式
の
あ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

始
ま
り
ま
し
た
。
初
め
に
横
川
弁

天
池
公
園
に
行
き
ま
し
た
。
弁
天

池
は
と
て
も
小
さ
い
池
で
し
た
が
、

池
の
底
か
ら
水
が
湧
い
て
い
る
と

知
っ
て
と
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

な
ぜ
地
中
か
ら
水
が
湧
く
の
か
と

て
も
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。
人

間
が
飲
む
こ
と
が
で
き
る
水
が
地

中
か
ら
湧
き
出
て
く
る
の
は
と
て

も
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

次
に
子
安
神
社
に
行
き
ま
し
た
。

子
安
神
社
の
池
の
水
は
と
て
も
す

き
と
お
っ
て
い
て
綺
麗
で
し
た
。

肌
に
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
、湧

水
を
つ
ぶ
さ
ず
に
守
っ
て
い
っ
た
方

が
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。十
年
、

二
十
年
、そ
の
先
も
ず
っ
と
残
っ
て

い
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

最
後
に
小
宮
公
園
に
行
き
ま
し

た
。
小
宮
公
園
は
自
然
が
多
く
と

て
も
綺
麗
で
し
た
。
小
宮
公
園
で

は
、あ
ま
り
湧
水
を
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、自
然
に

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。
私
が
大
人
に
な
っ
て
も
残
っ

て
い
て
ほ
し
い
で
す
。 

今
回
の
湧
水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

参
加
し
て
、ふ
だ
ん
車
で
通
り
す

ぎ
て
し
ま
う
所
を
見
学
で
き
て
良

い
経
験
が
で
き
た
な
と
思
い
ま
し

た
。
湧
水
は
何
十
年
後
も
な
く
な

ら
な
い
で
ず
っ
と
残
し
て
い
け
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
自
然

の
す
ば
ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

湧
水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
て
 
松
浦
　
明
音
（
中
1
） 

松浦明音（中1） 

佐藤　咲（小5） 

箕輪修哉（小6） 

福山大一（小5） 

箕輪としや（小3） 

高橋幸大（小6） 

湧水ウォーキングに参加して 

横川弁天池公園と赤とんぼ 

湧水ウォーキングに参加して 

湧水ウォーキングに参加して 

わきみずウォーキングに参加して 

湧水ウォーキングに参加して 

会長賞 

市長賞 

優秀賞 

優秀賞 

努力賞 

努力賞 

◇
◇
◇
 
作
文
入
賞
者
 
◇
◇
◇
 

　
●
2
0
0
9
・
１０
・
9（
金
） 

◇
樫
崎
会
長
・
多
摩
南
グ
ル
ー
プ
、青
木

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、黒
崎
グ
ル
ー
プ
幹
事

に
よ
る
ク
ラ
ブ
協
議
会
。
並
び
に
例

会
で
卓
話
を
い
た
だ
き
ま
す
の
で
。 

◇
大
石
和
春
幹
事
・
青
木
様
、黒
崎
様
、

よ
う
こ
そ
お
出
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

◇
石
井
副
会
長
・
青
木
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、

並
び
に
黒
崎
グ
ル
ー
プ
幹
事
に
は
本

日
の
例
会
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

◇
石
田
・
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
青
木
ガ
バ
ナ

ー
補
佐
、黒
崎
グ
ル
ー
プ
幹
事
を
お

迎
え
し
て
。 

◇
田
辺
・
青
木
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、黒
崎
グ

ル
ー
プ
幹
事
を
お
迎
え
し
て
。 

◇
野
口
・
青
木
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を
お
迎
え

し
て
。 

◇
曽
我
・
誕
生
祝
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
●
2
0
0
9
・
１０
・
１７（
土
） 

◇
樫
崎
会
長
・
全
体
事
業
の
成
功
を
心

か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

◇
大
石
和
春
幹
事
・
皆
様
、全
体
事
業
そ

の
1
・
そ
の
2
、ご
苦
労
様
で
し
た
。 

◇
諸
星
、大
石
創
元
、宮
澤
、城
所
、飯
室
、

佐
野
、三
浦
・
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

◇
福
山
・
孫
が
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀

賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
初

め
て
の
賞
状
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

『湧水』から八王子の都市づくりを見る。湧水事業の第2弾に

は、黒須市長、石川教育長、森林パトロール、ボーイスカウトやわ

が会員ら100人が参加する活気だった。東京高専の庄司先生

の指導による水質検査は、湧水の現場を知るだけに結果が興味

深かった。沸騰させないと飲み水にならないというマレーシア、中

国留学生らの海外の水事情の発表には、八王子の文化を越え

世界の文化を知る指針になった成果だった。　　　　S.Y

会
長
賞
作
品
 

１１/６　２１１３回例会 
★１１月三祝　★卓話 （社）シャンティ国際ボランティア会　塚本麻衣子様 
　　　　                「世界の子供たちへの教育支援」　 
１１/１３　２１１４・２１１２回併合例会 
★秋の日帰り観劇会　９：１５～１８：３０ 
１１/２０　２１１５回例会 
★卓話　JICリズムコミュニケーション本部第４局　高橋　勉 様 
　　　　「観光振興による地域の活性化」 
１１/２７　２１１６回例会 
★卓話　日本ガーディアン・エンジェルス理事長 
　　　　「笑顔で挨拶ができるまち」～見て見ぬふりをしない～ 

11月の例会プログラム 

賞　名 名　前 テーマ 

留学生による海外の水事情の話 

会長賞表彰 

水質検査実験 


